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『保険審査通信』に寄せられた相談事例
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─第152例─

投薬内容の変更なしで、毎月の甲状腺検査が減点された事例
１．保 険 者：国保 宇ノ気町

２．年 齢：81歳（男性）

３．診 療 月：平成12年７月

４．過誤調整連絡書の発行月：平成13年１月

５．病名・診療開始月

（1）多発性脳梗塞、糖尿病 平成10年７月28日

（2）変形性膝関節症 平成10年７月29日

（3）狭心症、慢性胃炎 平成10年11月18日

（4）アレルギー性鼻炎 平成11年11月18日

（5）甲状腺機能低下症 平成11年２月３日

（6）糖尿病性神経障害 平成11年６月８日

（7）閉塞性動脈硬化症 平成11年10月５日

（8）高脂血症 平成12年４月８日

６．該当月の診療実日数：２日

＜主治医の意見＞
閉塞性動脈硬化症のみならず、平成６年に腹部大動脈瘤にて手術既往の

ある患者です。

FT4の軽度低下も下腿浮腫、下肢筋クランプ等の甲状腺機能低下症状を

認めるため、５月、６月、７月と甲状腺機能検査を施行しました。

患者は７月に腹部大動脈瘤再破裂にて石川県中央病院循環器内科に緊急

入院となりましたが、３ヶ月に１回の甲状腺機能検査では十分な診療を行

うことはできないと思いますので、再審査をよろしくお願い致します。

＜協会のコメント＞
第152例は甲状腺機能検査を３ヶ月間続けて算定したところ“投薬内容の

変更なしで毎月の甲状腺検査はいかがでしょうか”という保険者からの再

審査請求があり容認されたものです。これに対して、主治医は、“FT4の

軽度低下と甲状腺機能低下を示す症状を認めるため検査したものであり、

これが認められないならば十分な診療を行うことはできない。再審査請求

したい”といっています。

本件では、臨床検査を中心に保険診療上の療養の給付について基本的な

ところから検討する必要があるようです。

療養担当規則第20条一（診察）の二には、「各種の検査は、診療上必要が

あると認められる場合に行う」と記載されており、社会保険担当者の指導

の場では「各種の検査は、必要な検査項目を選択し、段階を踏んで、必要

最少限の回数で実施する」、「結果が治療に反映されない検査は、研究的・

健康診断的とみなされ、保険請求は認められない」と指導されています。

一方、療養担当規則20条二（投薬）の二には、「栄養、安静、運動、職場転

換その他療養上の注意を行うことにより、治療の効果を上げることができ

ると認められる場合は、これらに関し指導を行い、みだりに投薬をしては

ならない」と記載されています。

これらのことを参考に本件への対応を考えます。

本件レセプトをみますと、平成11年２月３日発症の甲状腺機能低下症が

あり、TSH，FT3，FT4が平成12年４月、５月、６月と連続で算定されて

います。甲状腺剤は薬剤名からは投与されたかどうかは分かりません。こ

れに対して、保険者における縦覧点検の結果、投薬内容の変更がないのに

毎月甲状腺機能検査をするのは、「回数が過剰な検査」、「研究目的で定期的

に検査を実施」に当てはまり査定が可能ではなかろうかということで、は

じめに記載したような再審査請求がなされたものと思われます。そして、

これが容認されたわけです。

ここで注意したいのは、患者の状態がどうかということが抜けているこ

とです。言い換えれば、レセプトに現れた診療内容に変化がないというだ

けで、月１回の検査の必要性がないとは判断できないということです。

本件においては、甲状腺機能低下の症状が現に存在し、検査値に軽度の

異常が出ている場合、保険医としては、療養担当規則20条二の二にあるよ

うに、投薬の前に療養上の指導により治療の効果を上げようとするのは当

然であり、これにより、症状は消えないまでも比較的安定し、軽度の検査

値異常のみで推移していたとみるのが常識的な判断ではないでしょうか。

そうすれば、毎月検査は必要ではあるが、投薬はないという診療になって

しかるべきで、大勢の患者の中には、本件のような事例があって当然とい

うべきだと考えます。

以上より、本件患者は、生活上の指導により、療養の効果を一定挙げて

おり、未だ投薬の必要はないが注意深い経過観察、検査値の推移を見守る

必要があることを記載して、再審査請求すべき事例です。

最後に、本件査定に際して、保険者からの再審査請求書が添付されてい

ました。この点に関しては、審査経過の情報公開という観点から好ましい

ことであり、評価すべきことだと思います。

─第153例─

＜主治医の意見＞
国保レセプトで気管支炎、肺炎、喘息の患者には、超音波ネブライザーが

月１回、初回だけしか算定できないという理由で、12月及び１月診療分が減

点された。２回目以降はネブライザーを算定してくださいとのことです。

これでは診療内容に大きな制約となってしまいます。社会保険レセプト

では特に制約はありません。

社保・国保審査委員の申し合わせでもあるのでしょうか。アドバイスを

お願いします。

第153例は気管支喘息、気管支炎等に処置点数“超音波ネブライザー：24

点”を複数回算定したところ減額査定（回数の削減）されたというものです。

本件該当レセプト６件分をみますと、確かに３回を２回に、４回を１回

に等減額査定されています。算定要件に関しては、下気道疾患の病名があ

り、治療内容も超音波ネブライザーの必要性を納得させるものです。また、

当該処置料を算定しているときには、外来管理加算を算定しておらず、診

療報酬の算定方法にも不備なところは見あたりません。また、各査定間に

は一貫性はありません。適当に２回分程査定したといった形の経済的査定

といえます。従って、下気道疾患への適用として再審査請求しておくべき

事例ということになります。

一方、診療報酬点数の設定をみますと、再診時にネブライザー（12点）

算定の場合は、外来管理加算（52点）併算定可となっていますので、64点

となり、超音波ネブライザー（24点）算定の場合は、24点のみで外来管理

加算は算定できません。従って、ほかに処置や手術のない再診時には算定

点数からのみ判断すれば、ネブライザーの方が有利ということになります。

このような矛盾した点数への対応については、協会の行う新点数検討会で

ご案内しているところですが、本件の査定を行った審査委員氏は、親切心

からか超音波ネブライザーの算定より、ネブライザーと外来管理加算を併

算定する方が有利であると注意したのかもしれません。

以上、今回の事例は、査定のみを考えれば経済的査定ということになり

ますが、その前に、どのような算定をすれば合理的であるかを勉強する必

要があることを物語る事例といえるのではないでしょうか。

納得のいかない返戻、査定がありましたら、 

ぜひ『保険審査通信』 
 にてお知らせ下さい。 

「保険審査通信」に関して、ご意見・ご要望・ご質問など、
どんなことでも協会までお寄せください。保険審査の
改善のための意見交流ができれば幸いです。 

（保険医協会） 

■『保険審査通信』はFAXのほか、E-mailでも大歓迎です。 

E-mail：ishikawa-hok@doc-net.or.jp
FAX：076‐231‐5156
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もとより、薬価問題の専門家でもまったくない一内科開業医ですが、最
近の新薬の薬価決定に少なからず疑義があり、２、３取り上げてみました。
○新しいタイプ（SSRI）の抗うつ剤として昨年デプロメール、ルボックス
が発売されこれらの薬価が共に25mg錠で57.5円。ところが今年SSRIの２
番手として収載されたパキシル錠（スミスクラインビーチャム）は、な
んと10mgで163.2円となっている。
○速効性、短時間作用型の睡眠導入剤として、ハルシオンが汎用されてい
るがその薬価は、0.125mg錠、0.25mg錠でそれぞれ、14.0、20.0円。とこ
ろが昨年末藤沢薬品が構造式は異なるものの、同じく速効性、短時間型
の睡眠導入剤として、フランスより導入したマンスリー錠は、5mg、
10mgがそれぞれ59.4、93.9円である。
○薬価収載か見送りか騒がれたインフルエンザ治療薬は、ご存じの通り本
年早々収載されたが、その薬価は同じくインフルエンザＡ型に効果があ
るシンメトレルの一日薬価に換算してなんと９倍以上になる。
まだまだ最近の薬価の決め方にはおかしなものがたくさんあると思うが、
とにかくこのような高い薬が、その価格に見合うだけの価値があるもので
あるかどうかメーカー側の一方的な長所ばかりの宣伝文句しか入ってこな
い。また新薬発売に相前後して、そのメーカー主催の学術講演会が企画さ
れるが、残念ながら、その新薬の客観的な公平な評価を講師が述べること
はほとんどない。
最近のいわゆる新薬は、ほとんどが欧米の巨大メーカー（米：ファイザ
ー、メルク／英：グラクソスミスクライン、スミスクラインビーチャム／

スイス：ノバルティス／ドイツ：ヘキストマリオンルセル…）製であり、
さらに国内メーカーの某MRの話では、近い将来さらに合併・吸収でメー
カーが集約され、今後の新薬開発は、世界の５本の指に入るメーカーしか
できなくなるであろうとのことだ。
このような巨大製薬メーカーに日本の薬事行政が振り回されているよう
に思う。薬の値段も各国で値付けが違うが、どうも最近の日本の薬価は、
一番高く販売されている自由診療の国のアメリカの薬価に引きずられてい
るようで、納得がいかない。
カラスの鳴かぬ日はあっても、医療事故と医者の悪口が報道されぬ日は
ない現状である。また審査指導監査による締め付けは、益々厳しくなり、
診療報酬上の技術的評価も無い袖は振れぬとばかりきわめて低いものにと
どまっている。一方このような新薬のインフレと呼びたくなるような高騰
は、ほとんど一般国民は知らない。保険医協会・保団連もこの分野での国
民向けアクションが必要と思う。
薬事行政、特に最近の薬価の決め方についての知識に疎いものですから、
最近の薬価の決め方について、詳しく知っておられる方には是非お教え願
いたい。また私の意見について、反論がある方はぜひその意見をお聞かせ
願いたい。

喜多内科医院
〒921‐8817 石川県野々市町横宮町7-20
tel 076‐248‐0020 fax 076‐248‐5165 E-mail:toru@po.incl.ne.jp

理　事　喜多　徹（野々市町・内科）最近の薬価決定の不可思議「持論」（1面）
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痺
、
早
期
の
脳

梗
塞
や
事
故
に
よ
る
脳
外
傷

で
も
、
こ
と
ば
が
遅
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
問
題
と
し
て
は
、

薬
物
依
存
の
母
親
か
ら
生
ま

れ
た
子
ど
も
の
こ
と
ば
の
遅

れ
、
児
童
虐
待
に
と
も
な
う

環
境
性
の
こ
と
ば
の
遅
れ
に

目
を
向
け
る
こ
と
も
重
要
で

す
。私

た
ち
言
語
聴
覚
士
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
と
ば
の
遅
れ

を
示
す
多
様
な
お
子
さ
ん
に

対
し
て
、
評
価
や
指
導
を
行

い
ま
す
。
次
回
か
ら
具
体
的

な
症
例
を
み
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

シリーズ 

言
語
聴
覚
障
害
と
は
？
 

そ
の
①
　
言
葉
の
遅
れ
と
は
?

■
言
語
発
達
遅
滞
 

言
語
聴
覚
士
会
会
員
　
大
井
　
　
学

（
金
沢
大
学
教
育
学
部
障
害
児
教
育
講
座
） 

石川県言語聴覚士会設立1周年記念講演会 

言語障害に対する地域リハビリテーション 
─ 北海道の現状と課題 ─ 

（　　　　　　　　　  ） 

せ せ お お 知 知 ら ら 

日　時 

場　所 

講　師 

お問い合わせ：リハビリテーション加賀八幡温泉病院言語療法科内 

 石川県言語聴覚士会 
 TEL：0761‐47‐1212㈹　FAX：0761‐47‐1941

2001年4月8日（日）  PM1：30～3：30
石川県リハビリテーションセンター 

高橋　育子氏 

金沢市赤土町二13‐1　TEL：076‐266‐2860　FAX：076‐266‐2864

言語聴覚士 
㈱オイレス  地域リハビリテーション推進部部長 

入場 
無料 

　高橋育子氏は、医療機関での活動の枠を越えた地域リハビリテーション活動を行うため、民間
会社の設立に加わり、機能訓練事業、言語デイサービス、訪問言語指導、障害者ツアーなどを推
進されておられます。まず、言語聴覚士（ST）として地域リハビリテーションに関わるようになったき
っかけ、地域リハビリテーションの関連職種の役割などをお話しいただきます。会社の活動は、TV
放映のビデオで紹介されます。そして採算性を含め、問題点と今後の課題を語っていただ
きます。言語聴覚士はもちろん、現在地域リハビリテーションに携わっておられる方、新
たな地域リハビリテーションの展開に興味のある方など、多くの方にお勧めしたい内
容です。ぜひご来場ください。 
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お
サ
ル
先
生
は
、
同
窓
会
で

の
Ｆ
先
生
の
一
言
に
が
っ
く
り

き
て
い
た
。

Ｆ
先
生
は
学
生
時
代
か
ら
や

り
手
だ
っ
た
が
、
お
サ
ル
先
生

と
同
じ
消
化
器
病
学
の
教
室
を

選
ん
だ
し
、
た
ま
た
ま
開
業
も

同
じ
年
だ
っ
た
。
彼
の
や
り
方

は
お
サ
ル
先
生
の
そ
れ
と
は
ま

っ
た
く
違
っ
て
、
ア
ク
テ
ィ
ブ

だ
っ
た
。
病
院
勤
務
医
時
代
に

体
得
し
た
消
化
器
診
断
学
の
す

べ
て
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
投
入
し

よ
う
と
、
上
部
下
部
の
内
視
鏡

検
査
は
も
と
よ
り
、
Ｃ
Ｔ
ス
キ

ャ
ン
か
ら
Ｍ
Ｒ
Ｉ
ま
で
を
装
備

し
て
、
そ
の
名
も
出
身
の
醐
李

羅
大
学
の
名
前
を
そ
の
ま
ま
使

っ
て
「
ゴ
リ
ラ
総
合
中
央
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
と
名
乗
り
、
駐
車
場

20
台
分
を
有
す
る
立
派
な
建
物

を
郊
外
に
建
て
て
い
た
。

「
お
サ
ル
先
生
の
所
の
景
気

は
ど
う
だ
い
？

う
ち
は
よ
う

や
く
一
日
外
来
患
者
数
が
百
人

を
超
え
た
と
こ
ろ
だ
よ
」。
お

サ
ル
先
生
は
ギ
ョ
ッ
と
し
た
。

一
日
三
十
人
が
や
っ
と
と
は
、

と
て
も
言
え
な
か
っ
た
。

「
せ
っ
か
く
お
サ
ル
先
生
も

病
院
で
は
消
化
器
専
門
医
と
し

て
あ
ん
な
に
が
ん
ば
っ
て
い
た

の
に
、
ど
う
し
て
や
め
ち
ゃ
っ

た
の
？
」。
大
き
な
借
金
を
し

て
も
自
分
の
夢
を
追
い
続
け
る

Ｆ
先
生
に
、
在
宅
医
療
を
志
し

て
・
・
・
な
ど
と
言
っ
て
も
、

初
期
投
資
が
少
な
い
低
リ
ス
ク

な
開
業
形
態
だ
ね
、
と
言
わ
れ

る
の
が
オ
チ
の
よ
う
な
気
が
し

た
の
で
、
お
サ
ル
先
生
は
も
っ

ぱ
ら
聞
き
役
に
徹
す
る
こ
と
に

し
た
。
Ｆ
先
生
は
自
分
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
近
く
の
病
院
と
張
り

合
っ
て
い
る
こ
と
や
、
専
門
ク

リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
遠
く
県
外
か

ら
も
患
者
が
尋
ね
て
く
る
こ
と

を
同
級
生
の
気
軽
さ
で
自
慢
し

続
け
て
い
た
。
お
サ
ル
先
生
が

「
百
人
も
患
者
さ
ん
が
来
て
た

ん
じ
ゃ
あ
、
な
か
な
か
往
診
に

な
ん
て
出
ら
れ
な
い
で
し
ょ

う
」
と
、
ち
ょ
っ
と
話
題
を
在

宅
医
療
の
方
に
振
る
と
、「
今

や
差
別
化
の
時
代
だ
よ
。
往
診

な
ん
て
何
の
と
り
え
も
な
い
医

者
の
や
る
こ
と
だ
よ
。
ぼ
く
だ

っ
た
ら
、
自
分
の
技
術
が
時
代

遅
れ
に
な
っ
て
ど
う
し
よ
う
も

な
く
な
っ
た
ら
、
往
診
で
喰
っ

て
い
く
よ
」。

サ
ル
で
も
出
来
る
在
宅
医
療

だ
と
言
い
た
い
の
か
！
　
お
サ

ル
先
生
は
煮
え
く
り
返
る
気
持

ち
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で

は
お
サ
ル
医
院
を
〝
差
別
化
〞

す
る
も
の
は
何
だ
？
　
在
宅
医

療
が
専
門
？
　
新
年
号（
第
十

九
話
）の
よ
う
に
歩
い
て
来
よ

う
と
思
え
ば
来
ら
れ
る
高
齢
者

を
わ
ざ
わ
ざ
定
期
訪
問
す
る
こ

と
が
〝
差
別
化
〞
か
？
　
町
医

者
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
て
い

る
Ｍ
先
生
や
Ｋ
先
生
に
は
逆
立

21

小
川
　
滋
彦（
金
沢
市
・
内
科
） 

ち
し
た
っ
て
及
ば
な
い
。
Ｆ
先

生
に
言
い
返
す
こ
と
が
で
き
な

い
自
分
が
ど
う
し
よ
う
も
な
く

悔
し
か
っ
た
。

し
ば
ら
く
落
ち
込
ん
で
い
た

お
サ
ル
先
生
だ
っ
た
が
、
あ
る

日
、
Ｍ
先
生
に
誘
わ
れ
て
保
険

医
協
会
が
主
催
す
る
「
真
田
先

生
の
褥
瘡
講
座
」
に
参
加
し
た

（
本
紙
二
月
号
に
報
道
記
事
）。

講
演
を
聴
き
終
わ
っ
て
大
き
な

拍
手
を
し
な
が
ら
、
お
サ
ル
先

生
は
自
分
の
前
に
道
が
開
け
て

い
く
の
を
感
じ
た
。
褥
瘡
の
治

療
な
ど
学
生
時
代
に
は
教
わ
ら

な
か
っ
た
し
、
勤
務
医
時
代
に

も
ま
じ
め
に
考
え
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。「
床
ず
れ
」
だ
け
を

テ
ー
マ
に
し
て
も
、
こ
れ
だ
け

の
仕
事
が
で
き
る
！
　
前
人
未

踏
の
学
問
。
い
つ
も
訳
が
分
か

ら
な
く
て
お
サ
ル
先
生
を
困
ら

せ
て
い
る
在
宅
医
療
の
混
沌
の

中
に
、〝
在
宅
医
学
〞
と
も
い

う
べ
き
も
の
が
横
た
わ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
何
だ
か
わ

か
ら
な
い
け
れ
ど
、
お
サ
ル
先

生
は
大
き
な
勇
気
を
授
か
っ
た

よ
う
な
気
が
し
た
。

◇

褥
瘡
に
加
え
て
、
オ
ム
ツ
、

摂
食
困
難
、
車
椅
子
、
尿
道
バ

ル
ー
ン
・
・
・
と
尽
き
せ
ぬ
テ

ー
マ
が
在
宅
医
療
に
は
あ
り
ま

す
。
お
サ
ル
先
生
シ
リ
ー
ズ
で

は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
も
と

に
こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
を
取
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
（
う
〜
ん
、
今
回
も
手
前
味

噌
し
て
し
ま
っ
た
）。

囲 

解 
答 

碁 

「
死
は
ハ
ネ
に
あ
り
」で
五
目
ナ
カ
デ 

の
死
に
な
り
ま
す
。 

（
問
題
は
６
面
に
あ
り
ま
す
） 

342
1

5

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の

ご
意
見
を
 

お
寄
せ
く
だ
さ
い
 

在
宅
医
療
に
関
す
る
ご
意
見
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
、 

協
会
ま
で
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！ 

ＨＥＱ研究会のご案内 第6回 
演題募集 

演題募集 

■会期／2001年8月4日（土） 
■会場／金沢市文化ホール 金沢市高岡15-1　TEL 076-223-1221

〈当番世話人〉金沢大学がん研究所　外科　磨伊 正義 
特別講演 横山 壽一（金沢大学経済学部教授） 

「介護保険施行後の現状と問題点」 
教育講演 松原 康美（北里大学東病院看護部ＥＴナース） 

「PEG術後の瘻孔管理―スキンケアを中心に―」 
〈パネルディスカッション〉 

「内視鏡治療とその在宅管理、そしてインフラ整備」（公募） 
〈司会〉小川 滋彦（小川医院）、嶋尾　仁（北里大学東病院消化器外科） 
〈企画意図〉  経皮内視鏡的胃瘻造設術（PEG）などの内視鏡治療がスムーズに地域に受け入れられていくためには、1）在宅管理方法の標準化、

2）病診連携・診診連携の機能をはたす具体的方法、3）ショートステイをはじめとする介護保険サービスが滞りなく受けられるため
の方法など、様々な問題を解決していく必要があります。このパネルディスカッションでは、現行の保険制度のもとでの現状を発表
していただくとともに、今後の改善点について具体的に踏み込んだ議論を行いたいと思います。 

〈一般演題〉PEGおよび内視鏡治療に関する演題 
■抄　　録／下記事務担当にお申し込み下さい。演題抄録用紙（抄録用紙記載要項）をお送りいたします。 
■パネル・一般演題抄録締切り／2001年5月31日（木）必着 
■演題申し込み先／事務担当　小川医院　小川滋彦 
　　　　　　　　　〒920-0965　金沢市笠舞2-28-12　（TEL 076-261-8821, FAX 076-261-9921） 



（5）2001年３月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第347号石 川 保 険 医 新 聞

私
た
ち
大
人
が
、
当
た
り
前

の
よ
う
に
考
え
て
い
て
、
実
は

全
然
当
た
り
前
で
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
世
の
中
た
く
さ
ん
あ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
本
の

常
識
は
世
界
の
非
常
識
と
も
言

わ
れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
教
育

に
つ
い
て
。
基
本
的
に
小
中
学

生
は
、
住
ん
で
い
る
地
域
に
よ

っ
て
自
動
的
に
学
校
が
決
め
ら

れ
、
担
任
の
先
生
な
ど
は
も
ち

ろ
ん
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
私
立
学
校
に
し
て

も
文
部
科
学
省
の
定
め
た
学
習

指
導
要
領
に
沿
っ
た
範
囲
で
の

み
の
違
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

す
な
わ
ち
教
育
に
は
選
択
の
幅

が
と
て
も
少
な
い
の
で
す
。
こ

れ
は
世
界
的
に
見
て
も
珍
し
い

こ
と
で
す
。
欧
米
の
先
進
国
で

は
い
ろ
い
ろ
な
制
度
に
基
づ
い

た
多
様
な
選
択
肢
が
存
在
し
て

い
て
、
子
ど
も
や
親
が
自
分
に

あ
っ
た
教
育
と
い
う
も
の
を
選

べ
ま
す
。
ま
た
近
く
に
希
望
の

も
の
が
な
け
れ
ば
比
較
的
容
易

に
学
校
（
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
、

チ
ャ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
）
を
設

立
で
き
ま
す
し
、
公
的
資
金
か

ら
教
育
費
が
配
分
さ
れ
た
り
し

ま
す
。
自
宅
学
習
（
ホ
ー
ム
ス

ク
ー
ル
）
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き

ま
す
。

こ
の
日
本
に
お
い
て
さ
え
、

こ
れ
だ
け
市
民
の
選
択
肢
が
少

な
い
分
野
は
、
ほ
か
に
は
あ
ま

り
見
当
た
り
ま
せ
ん
。
医
療
の

世
界
で
も
、
評
判
の
悪
い
医
者

の
と
こ
ろ
は
避
け
、
安
心
で
き

る
と
こ
ろ
を
選
ぶ
こ
と
は
自
由

に
で
き
る
は
ず
で
す
。
電
電
公

社
も
民
営
化
し
、
独
占
状
態
で

な
く
な
っ
て
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス

の
質
は
ず
い
ぶ
ん
向
上
し
ま
し

た
。
け
れ
ど
も
教
育
は
、
ま
だ

閉
ざ
さ
れ
た
世
界
な
の
で
す
。

し
か
も
、
そ
の
事
実
に
対
し

て
多
く
の
大
人
が
疑
問
に
感
じ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
子
ど
も

た
ち
が
起
こ
す
反
学
校
運
動
、

例
え
ば
不
登
校
や
学
級
崩
壊
な

ど
は
、
子
ど
も
が
悪
い
と
い
う

風
に
判
断
し
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
す
。
し
か
し
子
ど
も
の
正

当
な
主
張
だ
と
見
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
た
だ
そ
れ
を
理
論
的

に
大
人
に
説
明
す
る
術
を
持
た

な
い
こ
と
と
、
大
人
が
謙
虚
に

聞
く
耳
を
持
た
な
い
こ
と
が
、

大
き
な
問
題
な
の
で
す
。事
実
、

子
ど
も
の
主
張
を
認
め
る
こ
と

の
で
き
た
家
庭
で
は
、
子
ど
も

は
健
全
な
成
長
を
遂
げ
て
い
ま

す
。
選
択
肢
の
あ
る
諸
外
国
で

は
、
不
登
校
や
学
級
崩
壊
な
ど

の
問
題
は
あ
ま
り
発
生
し
て
い

ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
は
皆
、
い
い
大

人
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
子
ど
も
の
方
が
偏

hhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhhh
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2000年11月1日にヘリコバクターピロリの除菌療法と検査が保険適応にな
り、約４ヶ月がたち、実地医家として少し感想と意見を述べてみたいと思
います。
マスコミなどではよく除菌の話が紹介されいつも患者さんからは「まだ
かまだか」と言われ続けてきたものがようやく承認されたという感じです。
いままで何度も潰瘍からの出血を繰り返してきた人も、長期にわたり内服
を余儀なくされてきた人も短期の治療でようやく潰瘍から開放される時代
がきたようです。
1）検査

まず検査ですが、保険適応となったのは次の5種類の検査です。内視鏡
の時に同時に行うものとして、①迅速ウレアーゼ試験　②鏡検法　③培
養法。内視鏡とは無関係のものとして、④抗体測定法　⑤尿素呼気試験
があります。一長一短がありますが、保険適応としては一項目となって
いますのでやや慎重にならざるを得ません。
（一項目で陰性の場合に限り異なる検査を実施した場合にさらに一回の
み算定可能）
そこで私は消化性潰瘍（胃潰瘍、十二指腸潰瘍）の診断のために内視
鏡検査は癌の否定を含めて必要と考えていますので、原則は内視鏡時に
行い、しかもその日の内に結果がでて患者さんに話ができることより、
迅速ウレアーゼを主に使用しています。（保険点数は70点なので内視鏡検
査の負担分に加えて3割負担としても210円の負担ですみます。）
④の抗体測定法は偽陽性が長く続く場合があり、採血でできるという
簡便さはあるものの選択するのがやや難しい検査のように思います。
⑤の尿素呼気試験は内視鏡時に検体を取り忘れた時か、除菌後の判定
には有用な検査であると思います。しかし薬剤費を加えると3割負担で
1,656円となります。（薬剤費3,440円、検査実施料700円、検査判断料（微
生物）1,380円で合計5,520円）
2）除菌の対象

今の所は消化性潰瘍が保険適応となっていますが、胃MALTリンパ腫
に関しては原則的には手術や化学療法をする前に除菌療法をすべきであ

ると考えています。今後は早期胃癌の内視鏡切除後なども考慮される項
目と思いますが今のところコンセンサスが得られているものではありま
せん。
3）内服薬

保険適応となったのは、ランソプラゾール（商品名タケプロン）（30）
2T/2,クラリスロマイシン（200）2T/2,アモキシシリン（250）6T/2 でこ
れを1週間内服してもらう方法です。
副作用のほとんどはアモキシシリンによる軟便、下痢、薬疹です。
気を付けるのはタケプロン（30）2Ｔ/2の処方は除菌療法でのみ保険適
応されているので続けてタケプロンを処方される場合は1錠に減量しない
と査定されます。
4）除菌療法後の内服

これに関しては意見の分かれるところですが、私は以下のようにして
います。
1）除菌時に内視鏡で活動性の潰瘍の場合

除菌率がほぼ90％であることを考えると、10％程度の人は除菌に失
敗することになるので、続けて胃潰瘍であればPPI（プロトンポンプ
阻害剤、タケプロンなど）を7週間追加、十二指腸潰瘍であれば5週間
を追加。
2）内視鏡で潰瘍瘢痕に対して除菌した場合

除菌の内服のみ。
5）除菌後の判定

除菌療法後またはPPIの内服後にはヘリコバクターピロリ陽性であっ
ても菌量が減っていることより偽陰性になりやすいことが分かっている
ので、内服終了後6週間以降で行っています。もしPPIを7週間追加すれ
ば除菌終了後14週間以降となります。（保険では除菌終了後4週間を経過
しないと保険請求ができない。）
また活動性の潰瘍の場合に注意が必要なのは、潰瘍瘢痕になってから
癌を否定するために必ず内視鏡による生検が必要となりますので除菌に
気をとられて癌を見逃さないようにすることと思います。

ヘリコバクターピロリの保険適応について
城北病院 内科医長　大野　健次
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そ
の
1
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子
ど
も
が
お
か
し
く 

な
っ
て
き
た
？ 

見
の
な
い
分
、
時
間
が
豊
富
に

あ
る
分
、し
が
ら
み
が
な
い
分
、

も
の
ご
と
を
よ
く
見
て
い
ま

す
。
い
い
教
育
を
受
け
た
人
が

社
会
を
食
い
物
に
す
る
姿
が
見

ら
れ
ま
す
。
無
学
の
人
が
人
の

心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
た
り
し

ま
す
。
価
値
観
が
い
ろ
い
ろ
あ

っ
て
も
い
い
こ
と
を
感
覚
的
に

知
っ
て
い
ま
す
。
自
分
を
高
め

る
ベ
ス
ト
な
環
境
は
今
の
教
育

の
ほ
か
に
も
あ
る
は
ず
、
と
思

う
子
ど
も
が
確
実
に
増
え
て
い

る
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
身
に
つ
い
た
常

識
を
一
度
取
り
外
し
て
、
心
か

ら
子
ど
も
た
ち
の
話
を
聞
い
て

み
ま
せ
ん
か
？

講　　演　　会 

自閉症の療育  
TEACCHプログラムについて 

〈講師〉 佐々 木 正美氏（川崎医療福祉大学医療福祉学部教授） 
●とき 2001年3月18日（日） 午後1時～3時30分 
●ところ 石川県社会福祉会館4階大ホール 金沢市本多町3‐1‐1 
●参加費 無料 

 

◆事務局代表 
　（学校関係）石川県立明和養護学校松任分校 木崎伸子（TEL076‐276‐6899） 
　（福祉関係）自閉症成人施設「はぎの郷」 中島章雄（TEL076‐288‐0339） 
　（医療関係）横井小児科内科医院 横井　透（E-mail t-yokoi@po3.nsknet.or.jp） 
　※その他の方々はどこにでもお問い合わせ下さい。 

主催／「自閉症の療育―TEACCHプログラムについて―」講演会実行委員会 

―南手骨太さんの連絡先―
〒921-8052 金沢市保古1-33

E-mail：hone@spacelan.ne.jp

ホームページ

http：//www.spacelan.ne.jp/̃hone/
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こ
の
原
稿
は
国
立
病
院
南
七
階
で
書
い
て
い
る
。
な
ぜ
っ

て
？
　
実
は
今
日
か
ら
入
院
中
な
の
で
あ
る
。
昨
年
十
一
月

に
膝
を
痛
め
て
か
ら
い
ろ
い
ろ
紆
余
曲
折
が
あ
り
（
県
医
師

会
報
の
正
月
号
で
事
情
を
読
ま
れ
た
方
も
あ
る
か

も
・
・
・
）、
半
月
板
の
内
視
鏡
手
術
を
受
け
る
こ
と
に
相

成
っ
た
。

待
合
室
の
椅
子
に
座
っ
て
、
自
分
の
名
前
が
呼
ば
れ
る
の

を
待
つ
。「
○
○
さ
ー
ん
、
ど
う
ぞ
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
か

か
る
。「
あ
ー
自
分
は
病
人
な
ん
だ
」
と
実
感
す
る
瞬
間
で

あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
心
細
さ
は
一
体
何
な
の
だ
ろ

う
。外

来
で
採
血
を
し
、
検
査
を
受
け
る
。
病
状
が
説
明
さ
れ
、

「
大
丈
夫
で
す
よ
。
良
く
な
り
ま
す
よ
」
と
主
治
医
の
先
生

が
力
強
く
話
し
て
い
る
。「
分
か
り
ま
し
た
。
お
任
せ
し
ま

す
」
と
言
い
な
が
ら
、
実
は
頭
の
中
は
真
っ
白
で
あ
る
。
主

治
医
の
声
は
頭
の
上
を
か
す
め
て
、
ど
こ
か
へ
飛
ん
で
い
く
。

内
心
と
っ
て
も
憂
鬱
で
あ
る
。
人
の
痛
い
の
は
百
年
我
慢
で

き
て
も
、
自
分
の
場
合
は
い
や
な
の
で
あ
る
。
何
と
身
勝
手

な
の
だ
ろ
う
・
・
・
と
、
自
分
で
も
思
っ
て
し
ま
う
。
医
者

と
学
校
の
先
生
は
入
院
患
者
で
最
も
扱
い
に
く
い
職
種
だ
そ

う
だ
。
う
ん
、
う
ん
、
な
る
ほ
ど
・
・
・
。

憂
鬱
な
理
由
は
も
う
一
つ
。
手
術→

腰
椎
麻
酔→

パ
ン
ツ

を
脱
が
さ
れ
る→

（
若
い
看
護
婦
さ
ん
に
）
導
尿
さ
れ
る→

絶
対
い
や
だ
・
・
・
う
〜
ど
う
し
よ
う
。
ぶ
ち
ぶ
ち
言
っ
て

い
る
私
の
横
で
、
う
ち
の
嫁
さ
ん
が
言
う
。「
自
分
で
決
め

た
ん
で
し
ょ
」「
男
は
あ
き
ら
め
が
肝
腎
よ
」「
往
生
際
が
悪

い
」
う
ん
ぬ
ん
。
ど
う
し
て
、
こ
い
つ
は
こ
ん
な
に
強
い
ん

だ
。
女
は
男
よ
り
強
い
の
で
あ
る
。

若
く
て
き
れ
い
な
看
護
婦
さ
ん
が
、
剃
毛
（
足
の
で
あ
る
）

し
て
く
れ
た
。
と
っ
て
も
一
生
懸
命
で
あ
る
。
こ
ん
な
時
、

何
を
話
し
て
い
い
か
、
思
い
浮
か
ば
な
い
。
気
ま
ず
い
沈
黙

（
向
こ
う
は
何
と
も
思
っ
て
い
な
い
か
？
）
が
流
れ
る
。「
あ

れ
、
ち
ょ
っ
と
切
れ
ち
ゃ
っ
た
」。
は
あ
ー
、
い
い
の
。
い

い
の
。

あ
け
て
四
十
八
時
間
後
、
私
は
病
室
で
唸
っ
て
い

た
・
・
・
と
言
う
の
は
嘘
で
、
す
っ
か
り
元
気
で
あ
っ
た
。

パ
ン
ツ
を
脱
が
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
導
尿
さ
れ
る
こ
と
も

な
く
、
お
ま
け
に
術
後
の
痛
み
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

「
食
事
は
全
部
食
べ
ま
し
た
か
」「
は
い
、
全
部
食
べ
ま
し
た
」

実
は
全
部
う
ち
の
嫁
さ
ん
が
食
べ
た
。
私
は
嫁
さ
ん
の
持
っ

て
き
た
お
寿
司
を
少
し
・
・
・
。
看
護
婦
さ
ん
、
ご
め
ん
な

さ
い
。

そ
れ
に
し
て
も
い
い
経
験
で
し
た
。
医
者
と
し
て
、
患
者

と
し
て
見
る
雪
の
小
立
野
台
。
ベ
ッ
ド
の
高
さ
を
雪
が
舞
い
、

夕
暮
れ
の
カ
ラ
ス
が
帰
る
。
闇
の
中
に
浮
か
ぶ
家
々
の
灯
り
。

す
べ
て
が
人
恋
し
い
。
仏
教
で
は
生
老
病
死
を
四
苦
と
呼
ぶ
。

人
間
の
持
つ
根
源
的
不
安
と
孤
独
を
ほ
ん
の
少
し
垣
間
見
れ

た
か
も
し
れ
な
い
。

（
追
伸
）
国
立
病
院
の
先
生
、
看
護
婦
さ
ん
、
本
当
に
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
七
階
の
看
護
婦
さ
ん
、
素
敵
な
笑
顔

を
あ
り
が
と
う
。
今
度
入
院
す
る
と
き
も
ま
た
、
こ
こ
に
来

た
い
な
。
ド
ク
タ
ー
コ
ロ
の
独
り
言
で
し
た
。

新年号コンクール 

本
紙
が
今
年
も
上
位
入
賞 

写
真
賞
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ 

事
務
局
　
杉
野
　
洋
一
郎 

会員リレーエッセイ ◆◆25◆◆

手
術
は
き
ら
い

ド
ク
タ
ー
・コ
ロ
（
金
沢
市
・
外
科
）

囲 碁 
■出題者 
　七段  向井富治 （金沢市・内科） 

（
解
答
は
４
面
に
あ
り
ま
す
） 

カ
サ
マ
ツ
明
希
大
会
で
の
実
戦
か
ら
で
白
番 

で
ど
う
な
り
ま
す
か
。 

基
本
に
忠
実
に
打
て
ば
解
決
し
ま
す
。 
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本紙新年号を使って説明する審査委員
（2月17日・土／東京芸術劇場）

日
本
機
関
紙
協
会
主
催
の
新

年
号
コ
ン
ク
ー
ル
に
今
年
も
応

募
し
、
本
紙
が
Ｂ
コ
ー
ス
（
都

道
府
県
単
位
の
機
関
紙
）
の
部

で
「
審
査
委
員
特
別
賞
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。

二
月
十
七
日
（
土
）、
東
京

芸
術
劇
場
で
発
表
・
表
彰
式
が

開
か
れ
、
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

今
年
は
、
過
去
最
高
と
な
る

四
百
四
十
紙
・
誌
の
応
募
が
あ

り
、
Ｂ
コ
ー
ス
で
は
百
紙
の
応

募
。
本
紙
は
昨
年
の
「
奨
励
賞
」

に
引
き
続
き
上
位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

コ
ー
ス
ご
と
に
別
れ
て
開
か

れ
た
交
流
会
で
、
最
優
秀
賞
を

獲
得
し
た
大
阪
の『
建
設
労
働
』

の
編
集
担
当
者
と
お
話
し
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
、
専
従
二
人
と

九
人
の
編
集
委
員
の
ほ
か
に
約

百
五
十
人
の
通
信
員
を
確
保

し
、
新
年
号
に
関
し
て
は
三
カ

月
前
か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト
に
入
る

と
い
う
、
そ
の
編
集
体
制
に
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
総
じ
て
発
行

部
数
が
一
万
〜
五
万
部
と
、

『
石
川
保
険
医
新
聞
』
に
比
べ

て
予
算
も
編
集
体
制
も
発
行
部

数
も
上
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
ば

か
り
で
、
こ
れ
ま
で
本
紙
が
上

位
入
賞
を
続
け
て
き
た
こ
と

は
、
相
当
価
値
あ
る
こ
と
だ
と

確
信
が
持
て
ま
し
た
。

本
紙
は
、
七
月
、
八
月
（
納

涼
特
集
）
号
、
お
よ
び
十
二
月
、

新
年
号
の
編
集
時
に
お
い
て

は
、
三
十
面
を
超
え
る
紙
面
を

一
カ
月
ほ
ど
の
間
に
担
当
事
務

局
員
一
人
で
レ
イ
ア
ウ
ト
し
て

い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
と
、
参

加
者
は
一
様
に
驚
い
た
様
子
で

し
た
。
こ
れ
が
可
能
な
背
景
に

は
、「
編
集
会
議
が
確
実
に
開

か
れ
、
医
師
役
員
が
取
材
や
原

稿
依
頼
、
校
正
ま
で
を
担
っ
て

い
て
、
会
員
か
ら
も
原
稿
は
遅

滞
な
く
送
付
さ
れ
る
と
い
う
機

関
紙
づ
く
り
へ
の
参
加
率
の
高

さ
の
成
せ
る
技
」
と
、
紹
介
し

ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
さ
ら

に
企
画
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
の
印
象
を
持
っ
て
会

場
を
後
に
し
ま
し
た
。

本紙への投稿を
お待ちします。
編集部では、読者からの投稿を随時お待ちしています。保健・医療・福

祉、あるいは趣味や地域での取り組みなど、内容は

問いません。字数は600～800字程度でお願い

します。

また、会員が主催する文化行事（コンサートや

個展など）を紙面に紹介させていただきます。

編集サイクルの都合で開催日までの掲載

が間に合わない場合がありますの

で、事務局までお問い合わせ下さ

い。 （編集部）

休業保障 年1回限りのチャンス
お見逃しなく 普及期間

4月1日～5月25日

今からお申し込み予約を受け付けています
＊加入時の掛け金が75歳まで変わりません
＊入院、自宅療養、代診をおいても給付
＊同一疾病も繰り返し給付（通算730日）
＊他の所得補償に加入していても関係なく給付
＊給付金は非課税

■詳しくは保険医協会事務局まで 1（076）222‐5373




